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2 期が始まります 

長い夏休みも終わり第２期が始まります。夏休みはいかがお過ごしでしたか？日本 

に帰られた方、米国内を旅行された方、ふだん行くことができないところに行かれた

り、体験をなされた方など、それぞれの時間をお過ごしになられたことと思います。

有意義な期間でなりましたか？。 

 

【夏休みの宿題は無事終わりましたか？】 

私には３人の娘がおります。３人とも既に嫁いでおり、それぞれに子育て真っ最中とい

う状況です。私自身の子供と一緒に過ごした「夏休み生活」はずいぶんと遠い昔の話にな

ってしましたが、毎年夏休みの終わり頃は、学校から課させる宿題対応で大変な時期を過

ごしたという記憶が鮮明に残っております。さて、みなさんご自身、またはお子さんの宿題への取組

は方は①から④のいずれに該当するでしょうか？ 

① 夏休みの早い段階に宿題を終わらせてしまう ②計画をしっかりたてて決めた期間内に計画的に

取り組む ③夏休みの後半に慌てて何とか終わらせる ④結局学校が始まるまでには終わらない

で、学校が始まってからもやっている  

我が家では毎年③でした。しかも私も家内も巻き込まれ何とか終わらせるといった状況でした。３

人もいるととても悲惨な状況でした。毎年夏休みが始まる前に、「今年こそ、早めに宿題を終わらせ

るように！」と約束しても、結局毎年③のような状況になり、父親も母親も四苦八苦・・・・今では

笑い話になっていますが、読書感想文なんて誰が書いたの？というありさまでした。 

 

昨今、日本では夏休みの宿題を廃止したり、減らしたりする学校のニュースが散見されるようにな

ってきました。こうした動きに対して意見は二分しています。休みにしかできない体験を十分にさせ

てあげたいという考えで宿題を減らすべきという意見、宿題がないと子供たちは勉強に向き合うのが

難しいため、せめて宿題は出してほしいという考え方の二つです。皆さんはどちらの意見に賛成され

ますか？どちらが良いかは難しいですが、今夏皆さんのご家庭が我が家のように③や④の状況でなか

ったことを願います。 

 

【夏休みの思い出】 

長い夏休み。皆さんはどのようにお過ごしになりましたか？日本に帰国された方も多いと思います

が、帰米された方々にお話を聞くとどの方も、「日本は本当に暑かった！」と話されていました。私

は毎日日本のニュースを見ていますが、連日熱中症アラートが出され危険な暑さに達したというニュ

ースや豪雨で被害があったという報道がされています。この暑さは今夏に限ったことではなく、こう
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した状況はこれからも続いていくのは無いかと危惧しています。                                  

 日本の学校では夏休み中にプール開放を行ってきていますが、昨今では暑すぎて夏休みのプール開

放を禁止する学校が多くなってきています。水温が高音になってしまうことや登下校の暑さがその要

因なのですが、将来日本の四季から春秋が無くなってしまうのでは本気で思います。 

 

私は 8月 9日（土）にニューヨークで行われた「サマーストリート」というイベ

ントに行ってきました。このイベントは普段は車に占拠されているニューヨークの

大通りが開放され歩行者天国になります。自転車や歩行者の人が自由に移動できる

ようになります。私はグランドセントラル駅からユニオンマーケットまでの間を歩

きました。普段グランドセントラル駅正面は車でないと見ることはできませんが、

この日は車は通りませんので立ち止まってゆっくりと眺めることができました。

「正面に時計や銅像があったんだ！」という新たな発見があり、普段眺めることが

できない街の景色をゆっくりと楽しむことができました。 

 

２期の予定 （8月～11月：全 15日） 

パラマス図書館図書カード発行に関する「証明書」について          

 パラマス図書館のご厚意で、本校に通う児童生徒・教職員に対し、図書カードを発行をしてくださ

り、パラマス図書館において図書の貸し借りが可能となっております。図書カードの発行には「証明

書」が必要となりますが、証明書に不備があったり、証明書なしでパラマス図書館に行かれる方もお

り、パラマス図書館より「証明書」の発行の手順の徹底を依頼されております。           

 今夏より学校より発行する証明書の形式が一部変更となります。従来の証明書は使えなくなります

のでご注意ください。補佐室にて証明書を発行いたしておりますので、必要な方は補佐室にて申請を

してください。 
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夏休み作品展が開催されます ～ ９/６ 9：00～14：30 ～ 
 

９月６日に南カフェにおいて夏休みの作品展が開催されます。（父母の会 行事委員さん主催） 

例年多くのすばらしい作品が寄せられています。今年はどんな作品が寄せられるかとても楽しみで

す。保護者の皆様にもぜひご覧いただきたいと思います。なお、出品の仕方が学部により異なります

のでご注意ください。（詳細は父母の会定期便をご参照ください。）               

※ 中高等部の作品の展示、引取、参加賞の受渡方法 ※ 

 作品の持込、引取はクラスで担任を通じて行いますので、生徒は教室で担任に作品を提出して  

 ください。参加賞は作品の返却時に担任より配布します。 

 

※ 幼児部、初等部、国際学級の作品の展示、引取方法 ※ 

 作品の持込、引取は児童ではなく保護者が南カフェに直接提出するようお願いします。 

 「出品票」を前もって記入して持参してください。駐車場側南カフェの出入口をご利用いただけ 

 ます。 

 作品持込 8:30 -   9:15 

 作品引取 14:00 — 14:30 

 

※ 幼児部、初等部、国際学級の参加賞の受渡しについて ※ 

 参加賞は 14:00—14:30の作品引き取り時間に、「出品票」と引き  

 換えにお渡しします。 

 児童は直接参加賞を選べませんので父母の会定期便の景品紹介をご覧になり、あらかじめご家庭 

 でお子様のご希望を聞いておかれるとよいかと思います。 

早退で時間より早く引き取られる方は、行事委員さんにお知らせください。 

 下校 14:30間際になりますと混み合うことが予想されますので、なるべくお早めにお願いいたし 

 ます。 参加賞は、数に限りがあるため、欠品の場合は代替品となるそうですのでご承知おきくださ 

 い。 

 

※ バス通学者の参加方法 ※ 

 学年クラス、名前を記入した手提げ袋に①作品、②出品票、③バスライン名を記したメ 

 モを入れてください。バス到着後、補佐室でお子様から職員がお預かりいたします。帰りも同様に    

 補佐室にて作品と参加賞入りの袋を職員からお子様にお渡しいたします。その場合、参加賞を選ぶ  

 ことはできません。引取を保護者の方が学校で行う場合は、その旨をメモでお知らせください。 



何気ない一言がちょっと気になります！ 思いやりの心をもって 

 私は山梨の田舎町の出身で甲州弁はとても堪能です。こちらに赴任してからも自分では気づかない

うちに甲州弁で声高に話している自分がいます。聞いていらっしゃる方には方言が伝わっていないこ

とも多々あるかなと時折反省することもあります。                          

 一方で英語力は××な状態で、ニュージャージーにきてからもいろいろな場面で失敗をしていま

す。アメリカ人と会話する際に笑われたり、呆れた顔をされることも多々あります。そんなときは非

常に落ち込むときもあります。心がけて勉強すれば良いのですが、日頃事務所と補習校での生活で英

語を使う機会もなかなかないため上達する兆しはありません。                      

 毎週土曜日、補習校の授業日には一日の予定を見ながら教室訪問をします。毎回各学年毎、日本語

の習得に向け、どの子も頑張って学習しています。そんな中、時折心許ない言葉を耳にすることがあ

ります。普段英語での生活に慣れている子が、ここ補習校で日本語で話そうと頑張っているのです

が、少し発音が不明瞭になるときがあります。それを聞いていた周りの子がそれを笑ったり、冷やか

したりする場面を見かけることがあります。笑っている子に悪意はないのだと思われますが、頑張っ

て話そうとして子は何気ない一言や笑いで、気まずい思いをしている時があります。本当に何気ない

一言かもしれませんが、受け取り側からすると、深く傷ついたり、意欲を失ってしまうこともありま

す。学習するために補習校に登校してきています。誰もが快適に、楽しく学習できるように、ぜひ思

いやりの心をもって、相手のことを気遣っての言動ができような児童・生徒になってほしいと思いま

す。 

 

    

  

 


